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資料紹介１：現代モンゴル語雑誌

―『蒙文白話報』（第八号）―

楊　　　海　英

ここで紹介する『蒙文白話報』は、1990年代に内モンゴル自治区の著名な知識人オーノス氏（故人）か
ら手に入れたものである。オーノス氏は多数のモンゴル語手写本を保管していた。その手写本の一部を
私は以前に『オルドス・モンゴル族オーノス氏の写本コレクション』（2002年、国立民族学博物館・地域研究

企画交流センター）として公開したことがある。彼の手写本類を整理していた頃、この『蒙文白話報』を
発見したのである。

モンゴル人は近代に入ってから、数多くの新聞と雑誌を創刊して、西洋と日本の知識を学ぼうとして
きた。西洋諸語と日本語は、新聞と雑誌類を通してモンゴル語近代語彙になっていった。当然、思想も
またモンゴル社会に伝わった（フフバートル著『モンゴル語近代語彙登場の母体―《蒙話報》誌研究』、2012年、青

山社）。その為、速い時期に創刊された新聞類は極めて資料的価値の高いものである。
忒莫勒が編集した『内蒙古旧報刊考録』（2010年、遠方出版社、409-410頁）によると、『蒙文白話報』は1913

年に創刊された雑誌であるという。成立したばかりの中華民国に対し、モンゴル人とチベット人、それ
にムスリムたちは懐疑的な態度を示していた。諸民族を安心させ、中華民国に留めておこうとして、『蒙
文白話報』と『藏文白話報』、それに『回文白話報』等があいついでつくられた。石版印刷で、毎号約千
部印刷され、政府の各機関と駐北京のモンゴル貴族たちに配布していた。同誌は1914年７月に経費不足
により一時、廃刊となる。翌1915年からは、『蒙文報』として再出発する。

ここで紹介する同誌第八号にはモンゴルの王公貴族たちの儀礼用の衣装とそれに関する規定、制定さ
れた法律等がモンゴル語と中国語双璧の形式で収録されている。当時の法律用語と儀礼を研究する上で
重要な資料である。
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